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　２月24日、町農村環境改善センターでこころの健康づくり

集会が開催されました。

　会では、東尋坊のちょっと待ておじさんこと、NPO法人

「心に響く文集・編集局」代表理事の茂　幸雄氏による講演

が行われ、茂氏の実体験から、自殺者を救うためにどういっ

たことをしてきたかなど、様々なケースを紹介していただき

ました。

　また、シンポジウムや三種町の心療クリニック「長信太の

森」による太鼓のアトラクションも行われ、参加者は追い詰

められた人の支えになれるよう、熱心に聴き入っていました。

　２月24日、町農村環境改善センターでこころの健康づくり

集会集会が開が開催さ催されまれましたした。

会会ではでは 東東尋坊尋坊のちのちょ と待と待ておておじさじさんこんことと NPNPO法O法人人

こころの健康づくり集会
東尋坊のちょっと待ておじさんが来町！



　秋田県知事選挙が、３月21日告示、４月７日投開票の日程で行われます。町内６カ所の投票所で午前７
時から午後７時まで投票が行われ、午後８時から町農村環境改善センターで即日開票されます。

●投票所一覧

投票区 投票区域 投票場所

第１投票区 １区、２区、３区、11区、12区 寿山荘

第２投票区 ４区、５区、６区、７区、８区、13区 一日市コミュニティ防災センター

第３投票区 ９区、10区、28区、31区、32区、33区 八郎潟町保健センター

第４投票区 26区、27区、29区、30区、34区 昼根下児童館

夜叉袋投票区 14区、15区、16区、17区、25区 弁天荘

真坂投票区 18区、19区、20区、21区、浦大町 高岡コミュニティセンター

秋田県知事一般選挙投票日

◆投票できる方
　次の２つの要件を満たしている方が投票できます。

　◎平成５年４月８日以前に生まれた方

　◎平成24年12月20日以前に八郎潟町に転入し、
　　住民登録の届出をしている方

◆期日前投票
　◎期間　３月22日（金）～４月６日（土）
　　　　　午前８時30分～午後８時
　※入場券をご持参ください

　　 入場券の裏面には、期日前投票の請求書兼宣誓書が
印刷されていますので、住所・氏名等をご記入の

上、期日前投票にお持ちください。

　※ この他、指定された病院、施設に入院、入所されて
いる方は、その病院、施設で不在者投票も出来ま

す。

◆郵便による不在者投票について
　重度の身体障害者で『郵便等投票証明書』の交付を受

けた方は、自宅などで郵便による不在者投票が出来ま

す。（身体に障害があり法令の規定する基準に該当する

方、介護保険被保険者証の要介護状態区分が「５」の

方）

　郵便による不在者投票用紙の交付期限は４月３日まで

となっておりますので、出来るだけ早めに請求するよう

にしてください。

　詳しい手続については町選挙管理委員会にお問い合わ

せください。

◆入場券
　入場券は、３月15日に発送する予定です。３月22日ま
でにご自宅へ届いていない方、選挙権についてご不明な

方は選挙管理委員会にご連絡ください。

　紛失された場合でも、その旨を伝えていただければ投

票することができます。

◆問い合わせ先　選挙管理委員会　☎８７５－５８０１

◆問い合わせ先　役場総務課　☎８７５－５８０１

◆投票できる方 ◆郵便による不在者投票について

◆期日前投票

◆入場券

４月７日（日）　投票時間　午前７時～午後７時
期日前投票　　○日時　３月22日（金）～４月６日（土）（午前８時30分～午後８時）

○場所　八郎潟町農村環境改善センター　視聴覚室　　
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平成25年３月号広報

　住民の移動手段として本町と五城目町を運行してい

る「面潟線バス路線」が平成25年３月31日をもって廃

止されます。廃止後はデマンド型乗合タクシーを代替

交通として同年４月１日より運行いたしますが、その

運行にあたっての説明会を次のとおり開催します。

３月22日（金）
○高岡コミュニティセンター 午前９時00分～10時00分

○真坂児童館 午前10時30分～11時30分

○夜叉袋児童館 午後１時00分～２時00分

○小池児童館 午後２時30分～３時30分

○防災センター 午後４時00分～５時00分※運行内容については、広報折り込みチラシをご覧下さい。

デマンド型乗合タクシー運行 説　　明　　会　　開　　催説　　明　　会　　開　　催
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　秋田県知事選挙が、３月21日告示、４月７日投開票の日程で行われます。町内６カ所の投票所で午前７
時から午後７時まで投票が行われ、午後８時から町農村環境改善センターで即日開票されます。

●投票所一覧

投票区 投票区域 投票場所

第１投票区 １区、２区、３区、11区、12区 寿山荘

第２投票区 ４区、５区、６区、７区、８区、13区 一日市コミュニティ防災センター

第３投票区 ９区、10区、28区、31区、32区、33区 八郎潟町保健センター

第４投票区 26区、27区、29区、30区、34区 昼根下児童館

夜叉袋投票区 14区、15区、16区、17区、25区 弁天荘

真坂投票区 18区、19区、20区、21区、浦大町 高岡コミュニティセンター

秋田県知事一般選挙投票日

◆投票できる方
　次の２つの要件を満たしている方が投票できます。

　◎平成５年４月８日以前に生まれた方

　◎平成24年12月20日以前に八郎潟町に転入し、
　　住民登録の届出をしている方

◆期日前投票
　◎期間　３月22日（金）～４月６日（土）
　　　　　午前８時30分～午後８時
　※入場券をご持参ください

　　 入場券の裏面には、期日前投票の請求書兼宣誓書が
印刷されていますので、住所・氏名等をご記入の

上、期日前投票にお持ちください。

　※ この他、指定された病院、施設に入院、入所されて
いる方は、その病院、施設で不在者投票も出来ま

す。

◆郵便による不在者投票について
　重度の身体障害者で『郵便等投票証明書』の交付を受

けた方は、自宅などで郵便による不在者投票が出来ま

す。（身体に障害があり法令の規定する基準に該当する

方、介護保険被保険者証の要介護状態区分が「５」の

方）

　郵便による不在者投票用紙の交付期限は４月３日まで

となっておりますので、出来るだけ早めに請求するよう

にしてください。

　詳しい手続については町選挙管理委員会にお問い合わ

せください。

◆入場券
　入場券は、３月15日に発送する予定です。３月22日ま
でにご自宅へ届いていない方、選挙権についてご不明な

方は選挙管理委員会にご連絡ください。

　紛失された場合でも、その旨を伝えていただければ投

票することができます。

◆問い合わせ先　選挙管理委員会　☎８７５－５８０１

◆問い合わせ先　役場総務課　☎８７５－５８０１

◆投票できる方 ◆郵便による不在者投票について

◆期日前投票

◆入場券

４月７日（日）　投票時間　午前７時～午後７時
期日前投票　　○日時　３月22日（金）～４月６日（土）（午前８時30分～午後８時）

○場所　八郎潟町農村環境改善センター　視聴覚室　　
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　住民の移動手段として本町と五城目町を運行してい

る「面潟線バス路線」が平成25年３月31日をもって廃

止されます。廃止後はデマンド型乗合タクシーを代替

交通として同年４月１日より運行いたしますが、その

運行にあたっての説明会を次のとおり開催します。

３月22日（金）
○高岡コミュニティセンター 午前９時00分～10時00分

○真坂児童館 午前10時30分～11時30分

○夜叉袋児童館 午後１時00分～２時00分

○小池児童館 午後２時30分～３時30分

○防災センター 午後４時00分～５時00分※運行内容については、広報折り込みチラシをご覧下さい。

デマンド型乗合タクシー運行 説　　明　　会　　開　　催説　　明　　会　　開　　催
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表表 彰彰 者者被被
栄光賞（全国・東北大会で３位以内）

小野　健登（野球）

櫻庭あさひ（柔道）

小野　裕也（ラグビー）

石川　麻美（柔道）

川口　直志（ラグビー）

土橋　奏珠（レスリング）

志田　千陽（バドミントン）

土橋　雄太（レスリング）

櫻庭ななみ（柔道）

遠藤　奈央（柔道）

土橋　励珠（レスリング）

森川すみれ（バドミントン）

石井　叶太（レスリング）

鎌田　璃珠（バドミントン）

中津川ひかり（バドミントン）

奨励賞（全県大会で３位以内）団体の部

八郎潟町バドミントン協会＜３大会＞

八郎潟中学校女子ソフトテニス部

八郎潟中学校バドミントン同好会

八郎潟町ソフトボールスポーツ少年団

＜２大会＞

八郎潟町ソフトテニススポーツ少年団

栄光賞（全国・東北大会で３位以内）

小野　健登（野球）

櫻庭あさひ（柔道）

小野　裕也（ラグビー）

石川　麻美（柔道）

川口　直志（ラグビー）

土橋　奏珠（レスリング）

志田　千陽（バドミントン）

土橋　雄太（レスリング）

櫻庭ななみ（柔道）

遠藤　奈央（柔道）

土橋　励珠（レスリング）

森川すみれ（バドミントン）

石井　叶太（レスリング）

鎌田　璃珠（バドミントン）

中津川ひかり（バドミントン）

奨励賞（全県大会で３位以内）団体の部

八郎潟町バドミントン協会＜３大会＞

八郎潟中学校女子ソフトテニス部

八郎潟中学校バドミントン同好会

八郎潟町ソフトボールスポーツ少年団

＜２大会＞

八郎潟町ソフトテニススポーツ少年団

丸岡　絵美（ソフトテニス）

伊藤　弘子（ソフトテニス）

吉田　義則（バドミントン）

櫻田　浩平（野球）

小野　有紀（バドミントン）

齊藤志帆子（バドミントン）

菊地　愛惟（バドミントン）

齊藤　瑞穂（ソフトテニス）

小柳みなみ（ソフトテニス）

武田　　望（ソフトテニス）

石井　智子（ソフトテニス）

桜田　涼祐（ソフトテニス）

渡部　達貴（ソフトテニス）

工藤　陽平（ソフトテニス）

鎌田　修悦（ソフトテニス）

工藤　杏佳（ソフトボール）

加藤　美佳（ソフトボール）

齊藤　香帆（バドミントン）

櫻庭優有子（ソフトテニス）

竹田　菜々（ソフトテニス）

渡部　愛実（ソフトテニス）

田村　菜那（ソフトテニス）

相馬　勇信（ソフトテニス）

松田　直大（ソフトテニス）

須田　真帆（ソフトテニス）

近藤　雄斗（バドミントン）

圓城　咲稀（バドミントン）

三浦　嶺果（バドミントン）

相澤　侑輝（ソフトテニス）

齊藤　漱良（ソフトテニス）

須田　愛花（ソフトテニス）

竹田　香緒（ソフトテニス）

能代　美沙（水泳）

中津川さくら（バドミントン）

伊藤　愛華（バドミントン）

三浦　悠暉（バドミントン）

高橋　夏香（ソフトテニス）

菊地　澄佳（ソフトテニス）

北嶋　杏梨（ソフトテニス）

小柳妃奈乃（ソフトテニス）

石川　綾香（ソフトテニス）

嶋崎　美鈴（水泳）

圓城　晴希（バドミントン）

森川　小春（バドミントン）

伊藤　廣汰（バドミントン）

奨励賞（全県大会で３位以内）　個人の部
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２
月
２
日
、
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
平
成
25
年
合
同
厄
祓
・
還

暦
祝
が
行
わ
れ
、
数
え
年
33
歳
の
女
性
、
42
歳
の
男
性
の
厄
祓
の
皆
さ
ん

と
、
61
歳
の
男
女
の
還
暦
祝
の
皆
さ
ん
、
合
わ
せ
て
１
６
８
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

神
事
で
は
、
修
祓
の
儀
、
降
神
の
儀
、
献
饌
の
儀
、
祝
詞
奏
上
が
行
わ

れ
、
玉
串
奉
奠
は
33
歳
の
渡
部
鮎
子
さ
ん
、
42
歳
の
小
野
賢
治
さ
ん
、
61

歳
の
北
嶋
信
義
さ
ん
が
代
表
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

神
事
の
終
了
後
、
主
催
者
で
あ
る
土
橋
公
民
館
長
が
あ
い
さ
つ
を
し
、

来
賓
と
し
て
畠
山
町
長
、
小
野
町
議
会
議
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
実
行
委
員
会
代
表
の
石
井
和
彦
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
、
無
事

に
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲６１歳の皆さん

▲４２歳の皆さん

▲３３歳の皆さん



　

町
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
平
成
24
年
度
八
郎
潟
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
式
・
ス

ポ
ー
ツ
講
演
会
が
２
月
９
日
、
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

授
与
式
は
、
年
間
を
通
じ
て
各
種
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る

も
の
で
、
今
年
度
は
、
栄
光
賞
（
全
国
・
東
北
大
会
で
３
位
以
内
）
15
名
、
奨

励
賞
（
全
県
大
会
で
３
位
以
内
）
45
名
、
５
団
体
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
齊
藤
体
育
協
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
と
し
て
畠
山
町
長
、
小

野
議
会
議
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
被
表
彰
者
を
代

表
し
て
小
野
健
登
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
で
は
、
講
師
の
秋
田
県
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
田
口
康
氏

が
『
「
秋
田
県
の
競
技
力
向
上
戦
略
に
つ
い
て
」
〜
世
界
の
ひ
の
き
舞
台
で
活

躍
す
る
た
め
に
〜
』
と
題
し
た
講
演
を
行
い
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
熱
心

に
耳
を
傾
け
、
今
後
の
活
動
の
参
考
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
中

学
校
の
相
澤
美
緒
さ
ん
が
講
師
に

お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
閉
会
し
ま

し
た
。

表表 彰彰 者者被被
栄光賞（全国・東北大会で３位以内）

小野　健登（野球）

櫻庭あさひ（柔道）

小野　裕也（ラグビー）

石川　麻美（柔道）

川口　直志（ラグビー）

土橋　奏珠（レスリング）

志田　千陽（バドミントン）

土橋　雄太（レスリング）

櫻庭ななみ（柔道）

遠藤　奈央（柔道）

土橋　励珠（レスリング）

森川すみれ（バドミントン）

石井　叶太（レスリング）

鎌田　璃珠（バドミントン）

中津川ひかり（バドミントン）

奨励賞（全県大会で３位以内）団体の部

八郎潟町バドミントン協会＜３大会＞

八郎潟中学校女子ソフトテニス部

八郎潟中学校バドミントン同好会

八郎潟町ソフトボールスポーツ少年団

＜２大会＞

八郎潟町ソフトテニススポーツ少年団

栄光賞（全国・東北大会で３位以内）

小野　健登（野球）

櫻庭あさひ（柔道）

小野　裕也（ラグビー）

石川　麻美（柔道）

川口　直志（ラグビー）

土橋　奏珠（レスリング）

志田　千陽（バドミントン）

土橋　雄太（レスリング）

櫻庭ななみ（柔道）

遠藤　奈央（柔道）

土橋　励珠（レスリング）

森川すみれ（バドミントン）

石井　叶太（レスリング）

鎌田　璃珠（バドミントン）

中津川ひかり（バドミントン）

奨励賞（全県大会で３位以内）団体の部

八郎潟町バドミントン協会＜３大会＞

八郎潟中学校女子ソフトテニス部

八郎潟中学校バドミントン同好会

八郎潟町ソフトボールスポーツ少年団

＜２大会＞

八郎潟町ソフトテニススポーツ少年団

丸岡　絵美（ソフトテニス）

伊藤　弘子（ソフトテニス）

吉田　義則（バドミントン）

櫻田　浩平（野球）

小野　有紀（バドミントン）

齊藤志帆子（バドミントン）

菊地　愛惟（バドミントン）

齊藤　瑞穂（ソフトテニス）

小柳みなみ（ソフトテニス）

武田　　望（ソフトテニス）

石井　智子（ソフトテニス）

桜田　涼祐（ソフトテニス）

渡部　達貴（ソフトテニス）

工藤　陽平（ソフトテニス）

鎌田　修悦（ソフトテニス）

工藤　杏佳（ソフトボール）

加藤　美佳（ソフトボール）

齊藤　香帆（バドミントン）

櫻庭優有子（ソフトテニス）

竹田　菜々（ソフトテニス）

渡部　愛実（ソフトテニス）

田村　菜那（ソフトテニス）

相馬　勇信（ソフトテニス）

松田　直大（ソフトテニス）

須田　真帆（ソフトテニス）

近藤　雄斗（バドミントン）

圓城　咲稀（バドミントン）

三浦　嶺果（バドミントン）

相澤　侑輝（ソフトテニス）

齊藤　漱良（ソフトテニス）

須田　愛花（ソフトテニス）

竹田　香緒（ソフトテニス）

能代　美沙（水泳）

中津川さくら（バドミントン）

伊藤　愛華（バドミントン）

三浦　悠暉（バドミントン）

高橋　夏香（ソフトテニス）

菊地　澄佳（ソフトテニス）

北嶋　杏梨（ソフトテニス）

小柳妃奈乃（ソフトテニス）

石川　綾香（ソフトテニス）

嶋崎　美鈴（水泳）

圓城　晴希（バドミントン）

森川　小春（バドミントン）

伊藤　廣汰（バドミントン）

奨励賞（全県大会で３位以内）　個人の部
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笑
顔
の
わ
け

　

昨
年
、
「
シ
リ
ア
で
日
本
人
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
が
銃
撃
さ
れ
死
亡
」
と

い
う
記
事
を
新
聞
で
読
み
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、
「
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ

そ
ん
な
に
危
険
な
場
所
に
行
く
必
要

が
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
私
だ
っ
た
ら
、

そ
ん
な
に
危
険
な
仕
事
は
絶
対
に
し

た
く
な
い
。
」
と
思
っ
た
だ
け
で
し

た
。

　

そ
の
数
ヵ
月
後
、
最
初
に
こ
の
本

を
手
に
取
っ
た
と
き
、
著
者
名
を
見

て
見
覚
え
の
あ
る
名
前
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
調
べ
る
と
、
著
者
で
あ
る
山

本
美
香
さ
ん
は
、
記
事
と
同
一
人
物

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ニ

ュ
ー
ス
を
知
っ
た
と
き
に
は
他
人
事

の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
の
で
す
が
、

こ
の
本
に
出
会
い
、
山
本
さ
ん
が
死

の
危
険
を
お
か
し
て
ま
で
伝
え
た
か

っ
た
こ
と
は
何
な
の
か
、
気
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
本
の
タ
イ
ト
ル

「
戦
争
を
取
材
す
る
」
は
決
し
て
明

る
い
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
表
紙
に
は
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い

ま
す
。
そ
の
訳
が
知
り
た
く
て
、
こ

の
本
を
読
み
始
め
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、
世
界
の
戦
場
を
取

材
し
て
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌
で
報

道
す
る
、
戦
争
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

い
う
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
私
な
ら
、

大
柄
で
屈
強
そ
う
な
、
眼
つ
き
の
す

る
ど
い
人
を
想
像
し
ま
す
が
、
実
際

は
身
長
一
五
四
セ
ン
チ
と
小
柄
で
、

写
真
で
見
る
限
り
、
眼
つ
き
は
や
わ

ら
か
く
、
屈
強
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
身
長
が
私
と
そ
ん
な
に
違
わ
な

い
の
で
、
拍
子
抜
け
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

こ
の
本
に
は
、
戦
争
で
苦
し
む
子

ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
の
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
中
の
一
人
、
ア
デ
ム
は
、

地
雷
で
両
足
と
右
目
を
失
い
ま
し
た
。

地
雷
は
、
世
界
に
約
一
億
千
百
万
個

も
あ
り
、
ア
デ
ム
の
住
む
コ
ソ
ボ
共

和
国
は
、
戦
争
は
終
わ
っ
て
い
る
の

に
ま
だ
、
た
く
さ
ん
の
地
雷
が
埋
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
な
お
、
そ
こ

に
住
む
人
々
を
苦
し
ま
せ
続
け
て
い

る
の
で
す
。
地
雷
を
埋
め
た
人
は
、

埋
め
た
こ
と
な
ど
忘
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
地
雷

な
ん
て
い
う
言
葉
は
、
ゲ
ー
ム
の
中

で
し
か
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
だ
か
ら
、
実
際
に
は
そ
ん

な
恐
ろ
し
い
兵
器
だ
と
知
り
、
驚
き

ま
し
た
。

　

タ
ー
テ
ィ
と
い
う
少
年
は
、
少
年

兵
と
し
て
戦
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
救

出
さ
れ
ま
し
た
。
年
齢
は
十
五
才
。

私
と
二
才
し
か
違
い
ま
せ
ん
。
十
才

の
と
き
か
ら
五
年
間
も
戦
い
続
け
て

き
た
タ
ー
テ
ィ
は
、
人
を
傷
つ
け
て

も
気
に
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
と
て
も
異
常
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
何
も
考
え
ず

に
、
何
の
躊
躇
も
せ
ず
に
、
ま
る
で

ゲ
ー
ム
の
中
の
敵
を
倒
す
み
た
い
に

人
を
殺
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。
戦
争

は
、
人
の
さ
み
し
さ
や
痛
み
、
思
い

や
り
な
ど
の
感
情
ま
で
も
奪
っ
て
し

ま
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
、
戦
争
に

つ
い
て
前
よ
り
も
っ
と
深
く
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
国
境
線

と
い
う
た
っ
た
一
本
の
線
が
あ
る
だ

け
で
、
肌
の
色
や
考
え
方
が
少
し
違

う
だ
け
で
、
人
は
人
を
憎
む
の
で
し

ょ
う
か
。
殺
す
の
で
し
ょ
う
か
。

　

山
本
さ
ん
は
、
戦
争
の
現
実
を
、

取
材
を
通
し
て
多
く
の
人
に
伝
え
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
、
今
続
い
て

い
る
戦
争
が
な
く
な
り
、
そ
し
て
新

た
な
戦
争
が
起
き
な
い
、
そ
ん
な
未

来
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て

い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
山
本
さ
ん
は
、
実

際
に
紛
争
地
に
行
く
こ
と
で
、
戦
争

で
苦
し
む
人
々
に
も
、
そ
の
気
持
ち

を
伝
え
た
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
山
本
さ
ん
の
死
や
、
こ
れ

ま
で
の
戦
争
に
よ
る
た
く
さ
ん
の
苦

し
み
を
無
駄
に
し
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
こ
の
世
界
の
未
来
を

決
め
る
の
は
、
私
た
ち
子
ど
も
で
す
。

戦
争
な
ん
て
な
い
平
和
な
世
界
を
、

み
ん
な
と
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
今
度
は
私
が
、
山
本

さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る

番
で
す
。

　

本
の
表
紙
に
あ
る
笑
顔
は
、
た
だ
、

カ
メ
ラ
を
向
け
ら
れ
た
か
ら
笑
っ
た

だ
け
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
笑
顔
を
通
し
て
、
山
本
さ
ん
は
、

「
戦
場
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
も
、

私
た
ち
と
変
わ
ら
な
い
未
来
が
あ

る
。
」
と
伝
え
た
か
っ
た
ん
だ
と
私

は
思
い
ま
す
。
世
界
中
の
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
を
守
る
た
め
に
、
私
も
未

来
を
作
る
一
人
に
な
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
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読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

中
学
生
の
部

第
一
席小野　華 さん

八中１年生

　小学校１年生の感想文を町農村環境改善セン

ターで展示しておりま

す。春休みも展示してい

ますので、ぜひご家族で

ご覧ください。

小学校低学年の作品は
　　町農村環境改善センターで展示中です
小学校低学年の作品は
　　町農村環境改善センターで展示中です

社会教育講座の様子
をご紹介します ３月５日・７日（２回）

ちぎり絵講座　　　▼▶

◀▲平成24年11月～
　　平成25年１月（４回）
和楽器講座（尺八・三味
線）

◎
小
学
生
高
学
年
の
部（
応
募
総
数
１
１
３
編
）

・
第
１
席　

藤
井　

龍
郎
（
５
年
）

　

や
さ
し
か
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

・
第
２
席　

藤
井
諒
太
朗
（
５
年
）

　

森
を
守
る
と
い
う
こ
と

・
第
３
席　

伊
藤　

稀
来
（
６
年
）

　

い
じ
め

・
佳　

作　

畠
山　

和
乃
（
５
年
）

　

失
敗
は
成
長
の
も
と

・
佳　

作　

白
戸　

花
歩
（
５
年
）

　

命
の
お
手
玉

・
佳　

作　

佐
々
木
結
佳
（
６
年
）

　

私
の
夢

◎
中
学
生
の
部
（
応
募
総
数
86
編
）

・
第
１
席　

小
野　
　

華
（
１
年
）

　

山
本
美
香　

笑
顔
の
わ
け

・
第
２
席　

畠
山　

志
乃
（
２
年
）

　

今
を
生
き
る

・
第
３
席　

遠
藤　

睦
希
（
２
年
）

　

今
こ
そ
出
発
点

・
佳　

作　

吉
田　

吏
歩
（
１
年
）

　

本
物
・
一
流
の
大
人
に

　

な
る
た
め
の
ル
ー
ル

・
佳　

作　

櫻
田　

哲
史
（
２
年
）

　

が
ん
ば
る
こ
と
、
が
ん
ば
ら
な
い
こ
と

・
佳　

作　

小
玉　

純
矢
（
２
年
）

　

何
事
も
努
力

◎
小
学
生
中
学
年
の
部
（
応
募
総
数
87
編
）

・
第
１
席　

渡
部　
　

智
（
３
年
）

　

オ
ト
タ
ケ
先
生
の
三
つ
の
授
業
を
読
ん
で

・
第
２
席　

石
井
明
香
里
（
４
年
）

　

わ
す
れ
ら
れ
な
い
一
言

・
第
３
席　

佐
々
木
寛
弥
（
４
年
）

　

今
、
ぼ
く
が
で
き
る
こ
と

・
佳　

作　

天
野　

祐
晴
（
３
年
）

　

や
く
そ
く
は
大
事

・
佳　

作　

谷
川　

未
采
（
３
年
）

　

ダ
ン
へ

・
佳　

作　

伊
藤　

慶
哉
（
３
年
）

　

み
ん
な
し
っ
ぱ
い
し
て
大
き
く
な
る
ん
だ

◎
小
学
生
低
学
年
の
部
（
応
募
総
数
87
編
）

・
第
１
席　

石
川　

翔
海
（
１
年
）

　

お
と
う
さ
ん
の
Ｖ
サ
イ
ン

・
第
２
席　

村
田　

珠
和
（
２
年
）

　

花
さ
き
山

・
第
３
席　

江
畠　
　

央
（
１
年
）

　

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

・
佳　

作　

菅
原　

都
子
（
１
年
）

　

ヤ
ン
モ
の
い
た
日

・
佳　

作　

児
玉　

昊
輝
（
２
年
）

　

お
こ
だ
て
ま
せ
ん
よ
う
に

・
佳　

作　

成
田　

唯
斗
（
２
年
）

　

ほ
と
と
ぎ
す
ぶ
え

か
け
足
運
動
受
賞
者

◎
上
級　

３
０
０
日
以
上

　

谷
川　

晃
大
（
６
年
）

　

土
橋　

励
珠
（
５
年
）

　

小
柳　

昂
世
（
４
年
）

　

谷
川　

未
采
（
３
年
）

　

三
戸　

留
吉
（
一
般
）

　

小
柳　

洋
樹
（
一
般
）

　

小
栁　

博
治
（
一
般
）

　

小
野　

憲
一
（
一
般
）

　

北
嶋　

勝
悦
（
一
般
）

　

渡
部　

和
男
（
一
般
）

　

畠
山　

久
雄
（
一
般
）

◎
中
級　

２
４
０
日
以
上

　

伊
藤　

瑠
奈
（
４
年
）

　

伊
藤　
　

陽
（
１
年
）

◎
初
級　

１
８
０
日
以
上

　

石
井
み
ら
い
（
６
年
）

　

能
代　

美
沙
（
６
年
）

　

２
月
20
日
、
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
か
け
足
運
動
・
読
書
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
合
同
表
彰
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
１
年
間
に
、
か
け
足
運
動
に
参
加

し
た
方
は
２
４
４
名
お
り
、
そ
の
中
で

３
０
０
日
以
上
参
加
し
た
上
級
者
11
名
、

２
４
０
日
以
上
参
加
し
た
中
級
者
２
名
、

１
８
０
日
以
上
参
加
し
た
初
級
者
２
名
が

表
彰
さ
れ
、
土
橋
教
育
課
長
か
ら
メ
ダ
ル

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
小
・

中
学
生
が
冬
休
み
期
間
中
に
書
き
上
げ
た

作
品
、
総
数
３
７
３
編
の
中
か
ら
、
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
下
記
の
と
お
り
入
選
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
各
部
門
の
第
１
席
に
輝
い
た
作
品
を

今
月
号
か
ら
４
回
に
わ
た
り
紹
介
い
た
し

ま
す
。
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笑
顔
の
わ
け

　

昨
年
、
「
シ
リ
ア
で
日
本
人
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
が
銃
撃
さ
れ
死
亡
」
と

い
う
記
事
を
新
聞
で
読
み
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、
「
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ

そ
ん
な
に
危
険
な
場
所
に
行
く
必
要

が
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
私
だ
っ
た
ら
、

そ
ん
な
に
危
険
な
仕
事
は
絶
対
に
し

た
く
な
い
。
」
と
思
っ
た
だ
け
で
し

た
。

　

そ
の
数
ヵ
月
後
、
最
初
に
こ
の
本

を
手
に
取
っ
た
と
き
、
著
者
名
を
見

て
見
覚
え
の
あ
る
名
前
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
調
べ
る
と
、
著
者
で
あ
る
山

本
美
香
さ
ん
は
、
記
事
と
同
一
人
物

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ニ

ュ
ー
ス
を
知
っ
た
と
き
に
は
他
人
事

の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
の
で
す
が
、

こ
の
本
に
出
会
い
、
山
本
さ
ん
が
死

の
危
険
を
お
か
し
て
ま
で
伝
え
た
か

っ
た
こ
と
は
何
な
の
か
、
気
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
本
の
タ
イ
ト
ル

「
戦
争
を
取
材
す
る
」
は
決
し
て
明

る
い
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
表
紙
に
は
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い

ま
す
。
そ
の
訳
が
知
り
た
く
て
、
こ

の
本
を
読
み
始
め
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、
世
界
の
戦
場
を
取

材
し
て
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌
で
報

道
す
る
、
戦
争
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

い
う
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
私
な
ら
、

大
柄
で
屈
強
そ
う
な
、
眼
つ
き
の
す

る
ど
い
人
を
想
像
し
ま
す
が
、
実
際

は
身
長
一
五
四
セ
ン
チ
と
小
柄
で
、

写
真
で
見
る
限
り
、
眼
つ
き
は
や
わ

ら
か
く
、
屈
強
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
身
長
が
私
と
そ
ん
な
に
違
わ
な

い
の
で
、
拍
子
抜
け
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

こ
の
本
に
は
、
戦
争
で
苦
し
む
子

ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
の
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
中
の
一
人
、
ア
デ
ム
は
、

地
雷
で
両
足
と
右
目
を
失
い
ま
し
た
。

地
雷
は
、
世
界
に
約
一
億
千
百
万
個

も
あ
り
、
ア
デ
ム
の
住
む
コ
ソ
ボ
共

和
国
は
、
戦
争
は
終
わ
っ
て
い
る
の

に
ま
だ
、
た
く
さ
ん
の
地
雷
が
埋
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
な
お
、
そ
こ

に
住
む
人
々
を
苦
し
ま
せ
続
け
て
い

る
の
で
す
。
地
雷
を
埋
め
た
人
は
、

埋
め
た
こ
と
な
ど
忘
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
地
雷

な
ん
て
い
う
言
葉
は
、
ゲ
ー
ム
の
中

で
し
か
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
だ
か
ら
、
実
際
に
は
そ
ん

な
恐
ろ
し
い
兵
器
だ
と
知
り
、
驚
き

ま
し
た
。

　

タ
ー
テ
ィ
と
い
う
少
年
は
、
少
年

兵
と
し
て
戦
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
救

出
さ
れ
ま
し
た
。
年
齢
は
十
五
才
。

私
と
二
才
し
か
違
い
ま
せ
ん
。
十
才

の
と
き
か
ら
五
年
間
も
戦
い
続
け
て

き
た
タ
ー
テ
ィ
は
、
人
を
傷
つ
け
て

も
気
に
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
と
て
も
異
常
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
何
も
考
え
ず

に
、
何
の
躊
躇
も
せ
ず
に
、
ま
る
で

ゲ
ー
ム
の
中
の
敵
を
倒
す
み
た
い
に

人
を
殺
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。
戦
争

は
、
人
の
さ
み
し
さ
や
痛
み
、
思
い

や
り
な
ど
の
感
情
ま
で
も
奪
っ
て
し

ま
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
、
戦
争
に

つ
い
て
前
よ
り
も
っ
と
深
く
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
国
境
線

と
い
う
た
っ
た
一
本
の
線
が
あ
る
だ

け
で
、
肌
の
色
や
考
え
方
が
少
し
違

う
だ
け
で
、
人
は
人
を
憎
む
の
で
し

ょ
う
か
。
殺
す
の
で
し
ょ
う
か
。

　

山
本
さ
ん
は
、
戦
争
の
現
実
を
、

取
材
を
通
し
て
多
く
の
人
に
伝
え
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
、
今
続
い
て

い
る
戦
争
が
な
く
な
り
、
そ
し
て
新

た
な
戦
争
が
起
き
な
い
、
そ
ん
な
未

来
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て

い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
山
本
さ
ん
は
、
実

際
に
紛
争
地
に
行
く
こ
と
で
、
戦
争

で
苦
し
む
人
々
に
も
、
そ
の
気
持
ち

を
伝
え
た
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
山
本
さ
ん
の
死
や
、
こ
れ

ま
で
の
戦
争
に
よ
る
た
く
さ
ん
の
苦

し
み
を
無
駄
に
し
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
こ
の
世
界
の
未
来
を

決
め
る
の
は
、
私
た
ち
子
ど
も
で
す
。

戦
争
な
ん
て
な
い
平
和
な
世
界
を
、

み
ん
な
と
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
今
度
は
私
が
、
山
本

さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る

番
で
す
。

　

本
の
表
紙
に
あ
る
笑
顔
は
、
た
だ
、

カ
メ
ラ
を
向
け
ら
れ
た
か
ら
笑
っ
た

だ
け
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
笑
顔
を
通
し
て
、
山
本
さ
ん
は
、

「
戦
場
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
も
、

私
た
ち
と
変
わ
ら
な
い
未
来
が
あ

る
。
」
と
伝
え
た
か
っ
た
ん
だ
と
私

は
思
い
ま
す
。
世
界
中
の
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
を
守
る
た
め
に
、
私
も
未

来
を
作
る
一
人
に
な
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
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読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

中
学
生
の
部

第
一
席小野　華 さん

八中１年生

　小学校１年生の感想文を町農村環境改善セン

ターで展示しておりま

す。春休みも展示してい

ますので、ぜひご家族で

ご覧ください。

小学校低学年の作品は
　　町農村環境改善センターで展示中です
小学校低学年の作品は
　　町農村環境改善センターで展示中です

社会教育講座の様子
をご紹介します ３月５日・７日（２回）

ちぎり絵講座　　　▼▶

◀▲平成24年11月～
　　平成25年１月（４回）
和楽器講座（尺八・三味
線）



町のスポーツ

八郎潟レイクジュニア
第17回秋田県小学生バドミントン選手権大会

１月20日　美郷町総合体育館リリオス

◎男子

・６年生シングルス

　優勝　近藤雄斗

・２年生シングルス

　優勝　圓城晴希

・１年生シングルス

　２位　伊藤廣汰

◎女子

・６年生ダブルス

　２位　圓城咲稀

・５年生シングルス

　２位　伊藤愛華

・４年生シングルス

　優勝　森川すみれ

・３年生シングルス

　優勝　鎌田璃珠

　２位　中津川ひかり

・２年生シングルス

　２位　森川小春

第35回全国高等学校
柔道選手権大会
東北地区大会
１月26日、27日　秋田県立武道館

女子70kg級

優勝　櫻庭　あさひ

第５回春季小学生女子ソフトボール親善大会
２月９日（土）、10日（日）

青森県平川市相互運動施設屋内運動場　ひらかドーム

優勝　八郎潟町ソフトボールスポーツ少年団

決勝　対　東北第一スポ少（５－４）
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交通災害共済・不慮の災害共済の加入について

　交通災害・不慮の災害共済制度は、県民が助け合
い、災害にあった方々を救済する制度です。セットで
加入すれば、交通事故や作業中の事故はもちろんのこ
と、スポーツや自然災害によって負傷した場合でも共
済金を受け取ることができます。
　加入は随時受付しています。どなたでも加入できま
すので、万一のときに備えてご家族そろっての加入を
お勧めします。

◆申し込み及び問い合わせ先　役場町民課　☎８７５－５８０６

平成25年度　八郎潟町奨学生募集平成25年度　八郎潟町奨学生募集平成25年度　八郎潟町奨学生募集
　町には有用な人材を育成することを目的に、無利息
で奨学金を貸与する八郎潟町奨学基金貸与制度があり
ます。初年度は６月からの貸与となります。
◎応募資格
　町内在住者の子弟で、平成25年４月１日に高等学
校、国・公・私立大学、短期大学、専門学校に入学す
る方。また在学の方。
◎貸与月額
　・高等学校 …………………… 月額１６，０００円
　・短大及び高等専門学校又は専門学校
　　　　　　　　　　　 ……… 月額３０，０００円
　・大学及び大学院 …………… 月額３０，０００円
◎応募期限　４月12日（金）
◎貸与決定　奨学金貸与選考委員会により決定します
　　　　　（５月）
◎返還方法
　奨学金の返還は、卒業後から貸与月額の半額ずつを
貸与期間の倍の期間で返還することになります。

◆問い合わせ先　　　　　　　　　　　　　　　
　町教育委員会　学校教育担当　☎８７５－５８１２

加入資格者
八郎潟町に住んでおり住民基本台帳に
登録されている方

掛　　　金
(１人年額)

・交通災害共済　　４００円
・不慮の災害共済　６００円

共済期間
平成25年４月１日～平成26年３月31日
（４月１日以降に加入した方は、
　その翌日から平成26年３月31日まで）

　加入　
　受付　
　窓口　

・取扱金融機関
（ 秋田銀行、北都銀行、羽後信用金庫、
　ゆうちょ銀行または郵便局、こまち農協、

　秋田しんせい農協、秋田おばこ農協）

・役場町民課（２番窓口）

平成24年飲酒運転等追放競争　本町が１位
　八郎潟町が平成24年飲酒運転等追放競争で１位を獲得し、２

月８日、伝達式が行われました。平成22年は２位、23年は21位

となっており、平成20年以来、４年ぶりの１位となります。

　本年も気を引き締め、交通事故を起こさないよう、また、飲

酒運転をしないようにしましょう。

あんべいいな。秋田の冬まつり
石巻復興支援で願人踊を披露

　２月９日から11日の３日間、東日本大震災で被災した宮城県

石巻市の復興を支援しようと秋田県、イオンリテール主催によ

る「あんべいいな。秋田の冬まつり」がイオンモール石巻で開

催されました。

　店内の特設ステージにおいて、竿灯まつりの演技、なまはげ

和太鼓の演奏、ドンパン節などが披露されました。本町の願人

踊は９日、10日の２日間で４回公演し、地元の皆さんからたく

さんの暖かい拍手が送られました。

平成24年度　八郎潟町ボランティア大会
　２月17日、町農村環境改善センターで平成24年度八郎潟町ボ

ランティア大会が開催されました。

　八郎潟小・中学校の児童・生徒によるボランティア体験発表

の後、秋田市の「さかもと動物病院」獣医の坂本尚志氏による、

「そのままのあなたが素晴らしい」と題した講演が行われまし

た。

　会の後半には「まめだが～民謡サークル」、「ハーモニカサ

ークル」による発表や懇談会が行われ、最後には会場全体で手

話を使って歌を歌い、今後の町の福祉活動の発展を誓い合いま

した。

全町ディスコン大会

　優　勝　　７区

　準優勝　２８区

　第３位　２９区

成24年度 八郎潟町ボランティア大会成成24年度 八郎潟町ボラ テ ア大会

まちの話題

あきたっ子グローバルびじょん
目指せ！未来の国際人　

ワカサギ釣り人救助訓練カサギ釣り人救

1月25日 2月5日
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町のスポーツ

八郎潟レイクジュニア
第17回秋田県小学生バドミントン選手権大会

１月20日　美郷町総合体育館リリオス

◎男子

・６年生シングルス

　優勝　近藤雄斗

・２年生シングルス

　優勝　圓城晴希

・１年生シングルス

　２位　伊藤廣汰

◎女子

・６年生ダブルス

　２位　圓城咲稀

・５年生シングルス

　２位　伊藤愛華

・４年生シングルス

　優勝　森川すみれ

・３年生シングルス

　優勝　鎌田璃珠

　２位　中津川ひかり

・２年生シングルス

　２位　森川小春

第35回全国高等学校
柔道選手権大会
東北地区大会
１月26日、27日　秋田県立武道館

女子70kg級

優勝　櫻庭　あさひ

第５回春季小学生女子ソフトボール親善大会
２月９日（土）、10日（日）

青森県平川市相互運動施設屋内運動場　ひらかドーム

優勝　八郎潟町ソフトボールスポーツ少年団

決勝　対　東北第一スポ少（５－４）
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交通災害共済・不慮の災害共済の加入について

　交通災害・不慮の災害共済制度は、県民が助け合
い、災害にあった方々を救済する制度です。セットで
加入すれば、交通事故や作業中の事故はもちろんのこ
と、スポーツや自然災害によって負傷した場合でも共
済金を受け取ることができます。
　加入は随時受付しています。どなたでも加入できま
すので、万一のときに備えてご家族そろっての加入を
お勧めします。

◆申し込み及び問い合わせ先　役場町民課　☎８７５－５８０６

平成25年度　八郎潟町奨学生募集平成25年度　八郎潟町奨学生募集平成25年度　八郎潟町奨学生募集
　町には有用な人材を育成することを目的に、無利息
で奨学金を貸与する八郎潟町奨学基金貸与制度があり
ます。初年度は６月からの貸与となります。
◎応募資格
　町内在住者の子弟で、平成25年４月１日に高等学
校、国・公・私立大学、短期大学、専門学校に入学す
る方。また在学の方。
◎貸与月額
　・高等学校 …………………… 月額１６，０００円
　・短大及び高等専門学校又は専門学校
　　　　　　　　　　　 ……… 月額３０，０００円
　・大学及び大学院 …………… 月額３０，０００円
◎応募期限　４月12日（金）
◎貸与決定　奨学金貸与選考委員会により決定します
　　　　　（５月）
◎返還方法
　奨学金の返還は、卒業後から貸与月額の半額ずつを
貸与期間の倍の期間で返還することになります。

◆問い合わせ先　　　　　　　　　　　　　　　
　町教育委員会　学校教育担当　☎８７５－５８１２

加入資格者
八郎潟町に住んでおり住民基本台帳に
登録されている方

掛　　　金
(１人年額)

・交通災害共済　　４００円
・不慮の災害共済　６００円

共済期間
平成25年４月１日～平成26年３月31日
（４月１日以降に加入した方は、
　その翌日から平成26年３月31日まで）

　加入　
　受付　
　窓口　

・取扱金融機関
（ 秋田銀行、北都銀行、羽後信用金庫、
　ゆうちょ銀行または郵便局、こまち農協、

　秋田しんせい農協、秋田おばこ農協）

・役場町民課（２番窓口）



３月７日から津波警報が変わります３３３３３月月月月月月月月月月７７７７７日日日日日かかかかかかかからららら津波津津津波津波波津波警津波波波警波波警警波警警警報が警報警報が報報がが報が報ががが変がが変わが変わが変わ変変わわ変わわりりりりりりりりりままままますすすすす３月７日から津波警報が変わります
　津波警報は、津波による災害の発生が予想される時に発表される重要な情報です。

　気象庁では、東日本大震災の津波被害を踏まえ、これまでの内容を改善した新しい形式の津波警報の発表を平成

25年３月７日正午から開始します。
　津波から命を守るために、強い揺れや弱くてもゆっくりした揺れを感じたとき、揺れを感じなくても津波警報を

見聞きしたときは、すぐに高い所に避難して下さい。

詳しくは、町役場にあるリーフレット「平成25年３月から津波警報が変わります」や、
秋田地方気象台ホームページ（http://www.jma-net.go.jp/akita/）をご覧下さい。

◆問い合わせ先　秋田地方気象台防災業務課　☎０１８－８６４－３９５５
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家庭内の防災意識の高揚

◎ 安全な避難場所・避難ルート等を確
認しておきましょう。
◎ 任務分担と避難要領を確認しておき
ましょう。
◎ 災害用伝言板サービスの活用など、
家族間の連絡手段を確認しておきま
しょう。

環境整理

◎ 家屋内及び自宅周辺を定期的に点検
しておきましょう。
◎ 家屋、家財道具等の転倒・落下防止
等の措置を講じておきましょう。
◎ 避難経路の環境整理に努めましょう。

非常持ち出し品の準備

◎ 懐中電灯、携帯ラジオ、水筒、救急
医療用品、貴重品、非常食品等の非
常持出品を準備しておきましょう。
◎ 非常持出品は、すぐに持ち出せる場
所に準備しておきましょう。

「防災ネット八郎潟」にアドレス登録を！
　町内における火災や自然災害など、
安全・安心に関係する情報が配信され
ます。
　詳しくは、ホームページをご覧くだ
さい。

アドレス　bousai-net@town.hachirogata.lg.jp

◆問い合わせ先　役場町民課　☎875－5806

予想される津波の高さ
とるべき行動数値での発表

（発表基準）
マグニチュード８を超える
巨大地震の場合の表現

大津波
警報

10ｍ超
（10ｍ＜高さ）

巨大

沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や避難ビ
ルなど安全な場所へ避難してください。
津波は繰り返し襲ってくるので、津波警報が解除さ
れるまで安全な場所から離れないでください。
ここなら安全と思わず、より高い場所を目指して避
難しましょう！

10ｍ
（５ｍ＜高さ≦10ｍ）

５ｍ
（３ｍ＜高さ≦５ｍ）

津波
警報

３ｍ
（１ｍ＜高さ≦３ｍ）

高い

津波
注意報

１ｍ
（20㎝ ＜高さ≦１ｍ）

（標記しない）
海の中にいる人は、ただちに海から上がって、海岸
から離れてください。津波警報が解除されるまで海
に入ったり海岸に近づいたりしないでください。

津波への対応！

①大きな揺れを感じたら津波に警戒
　沿岸で、地震を感じたら津波に警戒し
　ましょう！
②津波情報をテレビ・携帯ラジオで確認
　防災行政無線、テレビ、ラジオ等で
　正しい情報を入手しましょう！

③津波警報が発表されたら直ちに高台に避難
・地域ぐるみで協力し、声をかけあい避難しましょう
・ 避難は徒歩（必ず靴を履く）、ヘルメットなどをかぶ
り、あらかじめ定められた避難場所へ避難しましょう
・ 海水浴や磯釣りをすぐやめて高いところへ避難しまし
ょう
・逃げるときは川沿いを避けましょう
・ 津波は繰り返し来ます。注意報・警報解除まで注意し
ましょう
・その後の余震に注意しましょう

備えあれば憂いなし　～災害に備え、確認してみましょう～

～五城目警察署からのお知らせ～

火災警報機の設置はお済みでしょうか？

　火災警報機については、

平成23年６月１日に法律で

設置が義務づけられており

ます。未設置の世帯は設置

するようお願いします。
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　２月22日、湖東地区消防本部において、湖東地区危険物安全協会、湖東地区消防署主催による
「第23回防火作文コンクール及び第22回火災予防標語コンクール」の表彰式が開催されました。
　これは、火災予防に対する意識の高揚及び啓発の推進を目的として、湖東地区消防署管内の５
校の小学五年生を対象に毎年行われているもので、今年度は、八郎潟小学校から作文部門１名・
標語部門２名が入賞されました。入賞作品は次のとおりです。

第22回　火災予防標語コンクール

最優秀作「消したっけ　うたがったなら　再確認」　
　　　　　八郎潟小学校５年　久米　ヨシノ
優 良 賞「防火意識　確認からでも　はじめよう」　
　　　　　八郎潟小学校５年　北嶋　杏梨

第23回　防火作文コンクール

佳　　作「父の仕事　命を預かる救急救命士」　　　
　　　　　八郎潟小学校５年　小栁　妃奈乃

　平成23年度から３つの講演会と避難所訓練を兼ねた災害図上訓練などを実施。

２カ年事業の最後に関西大学理事・社会安全学部・社会安全研究センター長・

教授で、阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター長などを努められており

ます河田惠昭先生をお招きし、ご講演をお願いすることになりました。

　河田先生は、国の東日本大震災復興構想会議委員および中央防災会議「東北

地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対策に関する専門調査会」座長など

も努められ、危機管理を専門とし、巨大災害、ゲリラ豪雨、地方の自然災害な

どに精通しておられます。分かりやすい資料を使い、「自助・共助とまちづく

り」についてご講演いただきます。

　参加は自由となっておりますので、ご近所お誘い合わせのうえ、ご来場くだ

さい。なお、当日は出席者に災害時に備蓄食料に活用できる「カンパン」を差

し上げます。

防災講演会を開催

　と　き　３月23日（土）
　　　　　　午後１時30分（１時開場）
　ところ　八郎潟町農村環境改善センターホール

地域力・防災力向上事業　「意識が変われば　行動が変わる」第５弾

講師　関西大学理事・教授　

　　　　　　　　河田 惠
よしあき

昭 先生 

演題　「自助・共助とまちづくり」

◆問い合わせ先　役場町民課　☎８７５－５８０５
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　津波警報は、津波による災害の発生が予想される時に発表される重要な情報です。

　気象庁では、東日本大震災の津波被害を踏まえ、これまでの内容を改善した新しい形式の津波警報の発表を平成

25年３月７日正午から開始します。
　津波から命を守るために、強い揺れや弱くてもゆっくりした揺れを感じたとき、揺れを感じなくても津波警報を

見聞きしたときは、すぐに高い所に避難して下さい。

詳しくは、町役場にあるリーフレット「平成25年３月から津波警報が変わります」や、
秋田地方気象台ホームページ（http://www.jma-net.go.jp/akita/）をご覧下さい。

◆問い合わせ先　秋田地方気象台防災業務課　☎０１８－８６４－３９５５
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家庭内の防災意識の高揚

◎ 安全な避難場所・避難ルート等を確
認しておきましょう。
◎ 任務分担と避難要領を確認しておき
ましょう。
◎ 災害用伝言板サービスの活用など、
家族間の連絡手段を確認しておきま
しょう。

環境整理

◎ 家屋内及び自宅周辺を定期的に点検
しておきましょう。
◎ 家屋、家財道具等の転倒・落下防止
等の措置を講じておきましょう。
◎ 避難経路の環境整理に努めましょう。

非常持ち出し品の準備

◎ 懐中電灯、携帯ラジオ、水筒、救急
医療用品、貴重品、非常食品等の非
常持出品を準備しておきましょう。
◎ 非常持出品は、すぐに持ち出せる場
所に準備しておきましょう。

「防災ネット八郎潟」にアドレス登録を！
　町内における火災や自然災害など、
安全・安心に関係する情報が配信され
ます。
　詳しくは、ホームページをご覧くだ
さい。

アドレス　bousai-net@town.hachirogata.lg.jp

◆問い合わせ先　役場町民課　☎875－5806

予想される津波の高さ
とるべき行動数値での発表

（発表基準）
マグニチュード８を超える
巨大地震の場合の表現

大津波
警報

10ｍ超
（10ｍ＜高さ）

巨大

沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や避難ビ
ルなど安全な場所へ避難してください。
津波は繰り返し襲ってくるので、津波警報が解除さ
れるまで安全な場所から離れないでください。
ここなら安全と思わず、より高い場所を目指して避
難しましょう！

10ｍ
（５ｍ＜高さ≦10ｍ）

５ｍ
（３ｍ＜高さ≦５ｍ）

津波
警報

３ｍ
（１ｍ＜高さ≦３ｍ）

高い

津波
注意報

１ｍ
（20㎝ ＜高さ≦１ｍ）

（標記しない）
海の中にいる人は、ただちに海から上がって、海岸
から離れてください。津波警報が解除されるまで海
に入ったり海岸に近づいたりしないでください。

津波への対応！

①大きな揺れを感じたら津波に警戒
　沿岸で、地震を感じたら津波に警戒し
　ましょう！
②津波情報をテレビ・携帯ラジオで確認
　防災行政無線、テレビ、ラジオ等で
　正しい情報を入手しましょう！

③津波警報が発表されたら直ちに高台に避難
・地域ぐるみで協力し、声をかけあい避難しましょう
・ 避難は徒歩（必ず靴を履く）、ヘルメットなどをかぶ
り、あらかじめ定められた避難場所へ避難しましょう
・ 海水浴や磯釣りをすぐやめて高いところへ避難しまし
ょう
・逃げるときは川沿いを避けましょう
・ 津波は繰り返し来ます。注意報・警報解除まで注意し
ましょう
・その後の余震に注意しましょう

備えあれば憂いなし　～災害に備え、確認してみましょう～

～五城目警察署からのお知らせ～

火災警報機の設置はお済みでしょうか？

　火災警報機については、

平成23年６月１日に法律で

設置が義務づけられており

ます。未設置の世帯は設置

するようお願いします。



保健センターだより 保健センターだより 

　　これからの季節、スギ花粉が飛散
し、花粉症の方にはつらい季節とな
ります。そこで、症状を悪化させな
いためのポイントをご紹介します

●室内に入る花粉を防ぐ
　花粉がつきやすい素材の衣服（表面がけばけばした
毛織物など）の着用は避ける。また、家に入る前に
は衣類や髪に付着した花粉をはたき落とす。

●帰宅後は洗顔・うがいをして鼻をかむ

●室内での飛散を防ぐ
　花粉は湿気を含むと重くなって落下します。このた
め加湿器を利用し、室内の湿度を上げ、空中での浮
遊を防ぎます。

●体に入る花粉を防ぐ
　外出時にはマスクやめがね、帽子を着用することで
体に入る花粉を防ぐことができます。特にマスクは
最も効果的で水でしめらせたガーゼを中にはさむこ
とで90％以上の花粉をシャットアウ
トできます。

●たばこを避ける
　たばこは粘膜を傷つけます。
　また、規則正しい生活やバランスのと
れた食事が必要です。 
　※毎年症状が出る方は季節前から予防
することも有効です。

保健センターだより 
春にご注意！！花粉症対策のポイント春にご注意！！花粉症対策のポイント春にご注意！！花粉症対策のポイント

月の保健衛生・介護予防事業３
事業名 対象者 場　所 時　間日・曜日

午後０時30分～
　１時15分受付

午前８時40分～
　11時30分受付

午後１時～３時

午後１時～３時

保健センター

おおむね65歳
以上の方

午前９時40分～
　　　11時30分

午前10時30分～
　　　11時30分

午前10時30分～
　　　　　正午

午後１時～
　　　２時30分

　２月21日に献血車が来町し、37名の皆様からご

協力いただきました。ありがとうございました。

☆[健康づくり研修会]
　 “今、がん医療はどこまですすんでいるか？”
◎日時　３月７日（木）午後７時20分～８時40分
◎会場　町保健センター 
◎内容　講話　『がん医療の最前線～最新のがん医
療の進歩をわかりやすくつたえます』
　講師　秋田大学医学部准教授（呼吸器外科医長）
　　　　南谷　佳弘　氏

☆弁護士による何でも無料相談会
　借金のこと等で心配がある方はぜひ、ご相談くだ
さい。ご本人はもちろん、ご家族の方でも相談にお
いでください！
◎日時　３月15日（金）午後２時～４時
◎会場　町保健センター応接室
　悩むよりまず、相談においでください。

～年長児・中学１年生・高校３年生年齢相当の
　お子さんの保護者の皆様へ

「麻疹風疹定期予防接種はお済みですか？」
　麻疹は大変感染力が強く、かかると合併症の危険
が高い恐ろしい病気です。また、最近風疹の報告数
が過去５年間で最も多く、流行しています。妊婦さ
んが風疹にかかり先天性風疹症候群等も発生してい
ます。予防にはワクチン接種が有効ですので、対象
の方でまだ接種していないお子さんは早めの接種を
お勧めします。
※以前郵送された予診票と母子手帳をご持参の上、
　協力医療機関で接種して下さい。
（医療機関に事前にご予約の上、接種して下さい）

☆[輝く女性の健康講座]
◎日時　３月17日（日）午前10時30分～正午
◎会場　町環境改善センター
◎内容　講話『熟年女性の心と
　　　　　　　からだのヘルスケア』
　　　　　　　講師　秋田赤十字病院　
　　　　　　　総合周産期母子医療センター長
　　　　　　　平野　秀人　氏

☆臨床心理士による心の健康相談会
　ご自身のこと、ご家族の心の健康が心
配な方、ぜひ相談においでください。
（眠れない、気持ちが落ち込む、家族の
こころの病気が心配など）
◎日時　３月15日（金）午後２時～４時
◎会場　町保健センター保健指導室

妊 婦 相 談
母子手帳発行

母 子 手 帳 の
必 要 な 妊 婦

8日（金）

浦大町
おたっしゃくらぶ

高岡コミュニ
ティセンター
川崎多目的セ
ンター

オリンピック
記念会館

オリンピック
記念会館

寿山荘

午後１時～３時保健センター

保健センター

午後６時～
　　　７時30分保健センター

6日（水）

川崎
おたっしゃくらぶ

21日（木）

寿山荘
おたっしゃくらぶ

1日（金）
15日（金）

元気
ぱわふる運動教室

おおむね
65歳以上の男性

6日（水）
13日（水）

ストレッチ教室13日（水）
27日（水）

筋力アップ教室6日（水）
13日（水）

筋筋くらぶ
7日（木）
14日（木）
28日（木）

いきいきシニア
健康エクササイズ

1日（金）
8日（金）
15日（金）
22日（金）

Ｂ Ｃ Ｇ 接 種 平成24年11月生21日（木）

午後１時～
　１時30分受付乳児健康診査

平成24年４月生
平成24年７月生
平成24年11月生

21日（木）

保健センター　
　　　　☎875－2800
地域包括支援センター　
　　　　☎875－2835

♡献血へのご協力ありがとうございました♡

～どなたでも参加できます～　いずれも町保健センターへお申し込みください。
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臨時職員募集

◆問い合わせ先　役場福祉課　☎８７５－５８０８

◆問い合わせ先　町教育委員会　☎ ８７５－５８１２

◎勤務場所　八郎潟小学校、中央児童館

◎募集人数　１名

◎勤務時間

　学校のある日　午後２時～午後７時

　学校休業（土曜日、春・夏・冬休み等）

　午前７時～午後１時、午前９時30分～午後３時30分、

午後１時～午後７時のいずれか。

　ほか月１回程度日曜日の勤務あり。

　月20日程度の勤務となります。

◎休業日　出勤表で定められた休日、日曜日、祝祭日、

　　　　　お盆、年末年始

◎賃　金　時給８００円

◎資　　格　町内在住者で満20歳～満55歳までのお子

　　　　　さんの好きな明るい方

◎勤務内容　就労などのため保護者が日中家庭にいない

　　　　　児童を対象として、遊びや生活を通じて児

　　　　　童の健全育成や生活指導を行う。

◎その他　　社会保険・雇用保険加入なし。通勤手当なし。

◎任用期間　平成25年４月から平成26年３月までの任用　

　　　　　としますが、１年を超えない期間で更新します。

◎応募方法　市販の履歴書（写真添付）に記入し、３月12
　　　　　日（火）までに役場福祉課へ提出して下さい。

◎採用方法　書類審査、面接（日程は後日連絡）のうえ

　　　　　決定します。

学童保育指導員兼中央児童館児童厚生員　募集のお知らせ

「秋田県緊急雇用創出臨時対策基金事業」活用予定

◎募集人員　１名

◎職務内容　図書館資料の選択、発注及び受け入れ、分

　　　　　類、目録作成、貸出業務、読書案内

◎応募資格

　図書館司書又は図書館司書補の資格を有する方、又は

図書業務に興味のある方で現在失業者の方。秋田県緊

急雇用創出臨時対策基金事業の活用を予定しておりま

すので、過去に同事業で１年以上雇用された方は応募

できません。

◎任用期間　平成25年４月１日～26年３月31日まで

◎勤務場所　町立図書館及び町内学校図書館

◎勤務時間　午前９時～午後４時(休憩時間60分)６時間勤務

　　　　　　※ただし年200日程度の勤務となります。

◎休　　日　土・日曜日、祝祭日、年末年始ほか

◎賃　　金　司書及び司書補の有資格者　時給　１,000円

　　　　　　資格の有しない方　　　　　時給　　750円

◎その他　　社会保険、雇用保険加入。通勤手当なし

◎応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真を

　　　　　添付のうえ町教育委員会社会教育担当(役

　　　　　場３階)へ提出してください。

◎受付期間　平成25年３月５日(火)～22日(金)
◎採用方法　書類審査、面接(日程は後日通知)のうえ決

　　　　　定します。

八郎潟町立図書館職員の募集

◎募集人員　１名

◎職務内容　幼稚園通園バス運転及び園内作業

◎勤務時間　午前８時00分～午後３時00分の内

　　　　　　５時間（年間勤務日数200日程度）

◎勤務場所　町立八郎潟幼稚園

◎休　　日　土・日曜日、祝日、年末年始、学校の休業日

　　　　　　（幼稚園の都合により休日にも出勤あり）

◎応募資格　町内在住者の大型第一種免許取得者で62歳  
　　　　　未満の方

◎任用期間

　　　　　　最初の任用は平成25年４月１日から平成26年

　　　　　　３月３１日までとなりますが、引き続き平成

　　　　　　26年４月１日から新たに１年を超えない期間

　　　　　　で更新します。

◎給　　与　日額5,000円（１日５時間勤務）

◎そ の 他　社会保険、雇用保険、通勤手当なし

◎応募方法

　　　　　　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真及

　　　　　　び運転免許証の写しを添付のうえ教育委員

　　　　　　会学校教育担当（役場３階）へ提出してく

　　　　　　ださい。

◎受付期間　３月11日（月）まで

　　　　　　（午前８時30分～午後５時）

◎採用方法　書類審査、面接（日程は後日連絡）のうえ

　　　　　決定します。

八郎潟幼稚園バス運転手の募集
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保健センターだより 保健センターだより 

　　これからの季節、スギ花粉が飛散
し、花粉症の方にはつらい季節とな
ります。そこで、症状を悪化させな
いためのポイントをご紹介します

●室内に入る花粉を防ぐ
　花粉がつきやすい素材の衣服（表面がけばけばした
毛織物など）の着用は避ける。また、家に入る前に
は衣類や髪に付着した花粉をはたき落とす。

●帰宅後は洗顔・うがいをして鼻をかむ

●室内での飛散を防ぐ
　花粉は湿気を含むと重くなって落下します。このた
め加湿器を利用し、室内の湿度を上げ、空中での浮
遊を防ぎます。

●体に入る花粉を防ぐ
　外出時にはマスクやめがね、帽子を着用することで
体に入る花粉を防ぐことができます。特にマスクは
最も効果的で水でしめらせたガーゼを中にはさむこ
とで90％以上の花粉をシャットアウ
トできます。

●たばこを避ける
　たばこは粘膜を傷つけます。
　また、規則正しい生活やバランスのと
れた食事が必要です。 
　※毎年症状が出る方は季節前から予防
することも有効です。

保健センターだより 
春にご注意！！花粉症対策のポイント春にご注意！！花粉症対策のポイント春にご注意！！花粉症対策のポイント

月の保健衛生・介護予防事業３
事業名 対象者 場　所 時　間日・曜日

午後０時30分～
　１時15分受付

午前８時40分～
　11時30分受付

午後１時～３時

午後１時～３時

保健センター

おおむね65歳
以上の方

午前９時40分～
　　　11時30分

午前10時30分～
　　　11時30分

午前10時30分～
　　　　　正午

午後１時～
　　　２時30分

　２月21日に献血車が来町し、37名の皆様からご

協力いただきました。ありがとうございました。

☆[健康づくり研修会]
　 “今、がん医療はどこまですすんでいるか？”
◎日時　３月７日（木）午後７時20分～８時40分
◎会場　町保健センター 
◎内容　講話　『がん医療の最前線～最新のがん医
療の進歩をわかりやすくつたえます』
　講師　秋田大学医学部准教授（呼吸器外科医長）
　　　　南谷　佳弘　氏

☆弁護士による何でも無料相談会
　借金のこと等で心配がある方はぜひ、ご相談くだ
さい。ご本人はもちろん、ご家族の方でも相談にお
いでください！
◎日時　３月15日（金）午後２時～４時
◎会場　町保健センター応接室
　悩むよりまず、相談においでください。

～年長児・中学１年生・高校３年生年齢相当の
　お子さんの保護者の皆様へ

「麻疹風疹定期予防接種はお済みですか？」
　麻疹は大変感染力が強く、かかると合併症の危険
が高い恐ろしい病気です。また、最近風疹の報告数
が過去５年間で最も多く、流行しています。妊婦さ
んが風疹にかかり先天性風疹症候群等も発生してい
ます。予防にはワクチン接種が有効ですので、対象
の方でまだ接種していないお子さんは早めの接種を
お勧めします。
※以前郵送された予診票と母子手帳をご持参の上、
　協力医療機関で接種して下さい。
（医療機関に事前にご予約の上、接種して下さい）

☆[輝く女性の健康講座]
◎日時　３月17日（日）午前10時30分～正午
◎会場　町環境改善センター
◎内容　講話『熟年女性の心と
　　　　　　　からだのヘルスケア』
　　　　　　　講師　秋田赤十字病院　
　　　　　　　総合周産期母子医療センター長
　　　　　　　平野　秀人　氏

☆臨床心理士による心の健康相談会
　ご自身のこと、ご家族の心の健康が心
配な方、ぜひ相談においでください。
（眠れない、気持ちが落ち込む、家族の
こころの病気が心配など）
◎日時　３月15日（金）午後２時～４時
◎会場　町保健センター保健指導室

妊 婦 相 談
母子手帳発行

母 子 手 帳 の
必 要 な 妊 婦

8日（金）

浦大町
おたっしゃくらぶ

高岡コミュニ
ティセンター
川崎多目的セ
ンター

オリンピック
記念会館

オリンピック
記念会館

寿山荘

午後１時～３時保健センター

保健センター

午後６時～
　　　７時30分保健センター

6日（水）

川崎
おたっしゃくらぶ

21日（木）

寿山荘
おたっしゃくらぶ

1日（金）
15日（金）

元気
ぱわふる運動教室

おおむね
65歳以上の男性

6日（水）
13日（水）

ストレッチ教室13日（水）
27日（水）

筋力アップ教室6日（水）
13日（水）

筋筋くらぶ
7日（木）
14日（木）
28日（木）

いきいきシニア
健康エクササイズ

1日（金）
8日（金）
15日（金）
22日（金）

Ｂ Ｃ Ｇ 接 種 平成24年11月生21日（木）

午後１時～
　１時30分受付乳児健康診査

平成24年４月生
平成24年７月生
平成24年11月生

21日（木）

保健センター　
　　　　☎875－2800
地域包括支援センター　
　　　　☎875－2835

♡献血へのご協力ありがとうございました♡

～どなたでも参加できます～　いずれも町保健センターへお申し込みください。
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　日本年金機構では、国民年金保険料の納め忘れの方に対して、電
話・文書・戸別訪問による納付のご案内や免除等の申請手続きのご
案内を民間事業者へ委託しています。
　ご案内させていただく民間事業者（秋田年金事務所管内）

（株）アイヴィジット
☎０１２０－１８５－０５６（架電時番号表示及び受電）
☎０１２０－７５６－１３３（送付文書表示）　　　　　
☎０１２０－９６７－４４４（戸別訪問資料表示）　　　

振り込め詐欺などにご注意！
・民間事業者は、日本年金機構が発行した納付書により最寄りの金
融機関やコンビニエンスストアでお支払いしていただくようご案
内します。このため、銀行口座を指定してATMの操作により振
込をお願いすることはありません。

・民間事業者が戸別訪問して保険料をお預かりする場合、顔写真入
りの納付督励員証明書（身分証）を提示し、日本年金機構が発行
する納付書をお持ちの方に限り、保険料をお預かりすることが可
能となっています。

※納付書をお持ちでない方から保険料をお預かりすることはありません。

◆問い合わせ先 役場町民課　８７５－５８０５

国民年金保険料のご案内を民間委託しています。

水質検査結果（浄水）
平成25年１月21日採取分　　浄水採取場所；八郎潟町浄水場の蛇口

検査項目 検査結果 基準値

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

一般細菌 ０CFU/mℓ 集落数が100CFU/mℓ以下
大腸菌 陰性 検出されないこと

塩化物イオン 24.４㎎/ℓ 200㎎/ℓ以下
有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量) ０.５㎎/ℓ 3㎎/ℓ以下
ｐＨ値 ７.２ 5.8以上8.6以下
味 異常なし 異常でないこと

臭気 異常なし 異常でないこと

色度 ０.５度 ５度以下

濁度 ０.１度 ２度以下

残留塩素 ０.30㎎/ℓ

kg

kg

kg

kg

kg

kg

円

円

１月分

段ボール

5,510 16,800 7,590 180,401

　5,510 　16,800 　7,590 180,401

新　　聞 雑　　誌 積立金

累　計

平成25年１月分の資源ごみは
次のとおりです。
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国民健康保険医療費状況（平成24年12月分）（単位：円）

医　療　圏　内
（秋田・男鹿・潟上・南秋）

 一般分 退職分  全体（平均）

 30,252 32,450 30,505

 30,349 29,276 30,280

 28,328 28,502 28,342

一人当たりの医療費

八　郎　潟　町

秋　　田　　県
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書籍名

等伯　上・下

abさんご
何者

本屋さんで待ちあわせ

著者名

安部　龍太郎

黒田　夏子

朝井　リョウ

三浦　しをん

◎本を借りるときは図書利用カードが必要です。カードを
作る際には教育委員会職員に声をかけてください。

　平日に来ることができない方は、以下のいずれかの方法
でお申込ください。
１．ＦＡＸ（875－5950）で氏名（フリガナ付）、住所、電話番
号を送ってください。
２．カウンターに置いてある申込用紙に必要事項を記入
し、ポストに入れてください。
３．kouminkan@town.hachirogata.lg.jpまで、件名を「図書館カ
ード申込」として、本文に氏名（フリガナ付）、住所、電話番号
を記入して送信してください。
　カードはこちらから郵送いたします。携帯電話・
スマートフォンからは、こちらをお使いください。八
郎潟町公民館のメールアドレスが表示されます。

◎図書館の本を農村環境改善センター事務室に返却で　
きるようになっております。ご活用ください。
　午前８時３０分～午後９時

新刊案内

必ずチェック最低賃金!使用者も労働者も

　全ての産業及び労働者に適用される「秋田県最低賃
金」は、平成24年10月13日から「時間額654円」に改
正されています。
また、特定の産業に提供される４つの「特定最低賃
金」も次のとおり改正されました。
　なお、特定最低賃金が適用される事業所であって
も、18歳未満、65歳以上、雇入れ後６月未満で技能習
得中、清掃等軽易な業務に従事するなどの労働者は秋
田県最低賃金が適用されます。

特定最低賃金の件名

非鉄金属精錬・精製業

（非鉄金属合金製造業を含む）

電子部品・デバイス・電子回路、電

池、電子応用装置、その他の電気機

械器具、映像・音響機械器具、電子

計算機・同付属装置、製造業（光ディ

スク・磁気ディスク・磁気テープ、電

気音響機械器具製造業を除く）

自動車・同付属品製造業

自動車（新車）、自動車部分

品・付属品小売業

最低賃金額

時間額

779円

時間額

715円

時間額

751円
時間額

738円

効力発生日

平成24年
12月30日

平成24年
12月30日

平成24年
12月30日
平成24年
12月30日

◆問い合わせ先　秋田労働局賃金室　☎８８３－４２６６

国家公務員採用試験のお知らせ

◆問い合わせ先
　人事院東北事務局第二課試験係　☎０２２－２２１－２０２２
　人事院ホームページ　http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

　人事院では、国家公務員採用総合試験（院卒者試
験・大卒程度試験）及び一般職試験（大卒程度試験）
を実施いたします。
申込みはインターネットにより行ってください。
【総合職試験】（院卒者試験・大卒程度試験）
◎インターネット申込受付期間
　４月１日（月）午前９時～４月８日（月）〔受信有効〕
（インターネットによる申込みができない環境にある
場合は、３月11日（月）から３月29日（金）まで（土日祝
日を除く午前９時～午後５時）に下記問い合わせ先に
お問い合わせください）第１次試験は４月28日（日）に
行います。
【一般職試験】（大卒程度試験）
◎インターネット申込受付期間
　４月９日（火）午前９時～４月18日（木）〔受信有効〕
（インターネットによる申込みができない環境にある
場合は、３月21日（木）から４月８日（月）まで（土日祝
日を除く午前９時～午後５時）に下記問い合わせ先に
お問い合わせください）第１次試験は６月16日（日）に
行います。
　なお、申込方法や受験資格等の詳しい内容については、
人事院ホームページ又は下記にお問い合わせください。

「はっぴい」から3月のお知らせ「はっぴい」から3月のお知らせ

☆３月のげんきっこ広場

　開催日　月曜日　４日　11日　18日
　　　　　水曜日　６日
　　　　　金曜日　１日　15日
　時　間　午前９時～正午
　場　所　町保健センター

☆今月の企画

○粘土で遊ぼう
　子どもたちは小麦粉でこねこねぺたぺた
　大人は紙粘土で小物作り
○４日（月）はひな祭り　18日（月）はお誕生会

　インフルエンザなどのウイルスが活躍しやすい時期ですが、お元気ですか。

手洗い、うがいでウイルスをガードしましょう。２歳過ぎくらいから、少しずつガラガラ喉うがいの練習ができますよ。

◆申し込み及び問い合わせ先　八郎潟保育園　☎８７５－５１７２

「はっぴい」から3月のお知らせ地域子育て支援センター
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　日本年金機構では、国民年金保険料の納め忘れの方に対して、電
話・文書・戸別訪問による納付のご案内や免除等の申請手続きのご
案内を民間事業者へ委託しています。
　ご案内させていただく民間事業者（秋田年金事務所管内）

（株）アイヴィジット
☎０１２０－１８５－０５６（架電時番号表示及び受電）
☎０１２０－７５６－１３３（送付文書表示）　　　　　
☎０１２０－９６７－４４４（戸別訪問資料表示）　　　

振り込め詐欺などにご注意！
・民間事業者は、日本年金機構が発行した納付書により最寄りの金
融機関やコンビニエンスストアでお支払いしていただくようご案
内します。このため、銀行口座を指定してATMの操作により振
込をお願いすることはありません。

・民間事業者が戸別訪問して保険料をお預かりする場合、顔写真入
りの納付督励員証明書（身分証）を提示し、日本年金機構が発行
する納付書をお持ちの方に限り、保険料をお預かりすることが可
能となっています。

※納付書をお持ちでない方から保険料をお預かりすることはありません。

◆問い合わせ先 役場町民課　８７５－５８０５

国民年金保険料のご案内を民間委託しています。

水質検査結果（浄水）
平成25年１月21日採取分　　浄水採取場所；八郎潟町浄水場の蛇口

検査項目 検査結果 基準値

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

一般細菌 ０CFU/mℓ 集落数が100CFU/mℓ以下
大腸菌 陰性 検出されないこと

塩化物イオン 24.４㎎/ℓ 200㎎/ℓ以下
有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量) ０.５㎎/ℓ 3㎎/ℓ以下
ｐＨ値 ７.２ 5.8以上8.6以下
味 異常なし 異常でないこと

臭気 異常なし 異常でないこと

色度 ０.５度 ５度以下

濁度 ０.１度 ２度以下

残留塩素 ０.30㎎/ℓ

kg

kg

kg

kg

kg

kg

円

円

１月分

段ボール

5,510 16,800 7,590 180,401

　5,510 　16,800 　7,590 180,401

新　　聞 雑　　誌 積立金

累　計

平成25年１月分の資源ごみは
次のとおりです。
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国民健康保険医療費状況（平成24年12月分）（単位：円）

医　療　圏　内
（秋田・男鹿・潟上・南秋）

 一般分 退職分  全体（平均）

 30,252 32,450 30,505

 30,349 29,276 30,280

 28,328 28,502 28,342

一人当たりの医療費

八　郎　潟　町

秋　　田　　県
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情報プラザ情報プラザ情報プラザ

◎受験資格
○昭和58年４月２日
　～平成４年４月１日生まれの者
○平成４年４月２日以降生まれの者
　で次に掲げる者
（１）大学を卒業した者及び平成26

年３月までに大学を卒業する
見込の者

（２）人事院が（１）に掲げる者と
同等の資格があると認める者

◎受付期間
○インターネット
　４月１日（月）
　午前９時～４月11日（木）
○郵送又は持参
　４月１日（月）～４月２日（火）
　※４月２日の通信印有効
◎試験日程　
　第１次試験　６月９日（日）
◆問い合わせ先
　秋田労働局総務部総務課人事係
　☎８６２－６６８１

　１月19日～２月３日まで秋田県立
美術館で行われた、『東北を開く神話
　第二章『第2の道具～指人形』』展
で展示された小玉倫也作品が町農村
環境改善センターに展示されていま
す。
　これは、秋田の地名とアイヌ語の
ことわざを合わせた「夜叉袋に伝わ
る　川の源にはを大きく広げ　ふわ
っと灰神楽を舞い上げるもの」とい
う呪文をテ
ーマとした
作品で、夜
叉袋のある
八郎潟町で
展示してい
るものです。
３月15日ま
で展示して
いますので、
ご覧くださ
い。

八郎潟町教育委員会

☎875－5812
３月の教育委員会
☆日　時　平成25年3月22日（金）午後1時30分
☆場　所　八郎潟町役場　３階　会議室
☆主な案件　
　①各委員等の任命・委嘱について
　②３月定例議会の質問と答弁について

　※日時・場所及び議案等は変更になる場合
　　があります。直前にお問い合わせくださ
　　れば、お知らせします。

～傍聴を希望する方へ～
・受付場所　教育委員会事務室（役場３階）
・受付時間　会議開始の10分前から受付
・傍聴手続　所定の用紙に住所･氏名･職業等を記入し、
　　　　　　会議開始まで会議室前でお待ちください。
※会議は原則として公開していますが、案件によっては非公開となる場合があります。

２月の
教育委員のうごき

15日 井川中学校訪問

17日 ボランティア大会

27日 第２回定例会

教育委員会からのお知らせ

◎健やかに
１・17 新田　　柊（ひいらぎ） 女
 （一也・和恵） 33区
１・27 小貫　徹浩（てつひろ） 男
 （翼・智美） 28区

◎ご結婚おめでとう
１・23   渡部　寛徳 17区
   丹波ゆかり 潟上市

◎ご冥福をお祈りします

12・31 伊藤　ユキ（86歳） 11区
12・31 藤井　勝美（77歳） ８区
１・１ 櫻庭　キヨ（80歳） 26区
１・８ 一関　弘子（65歳） ３区
１・16 小野　　進（88歳） ７区
１・20 浅野藤三郎（76歳） 12区
１・20 石井　キヌ（83歳） ３区
１・29 谷村　スミ（86歳） ８区

※『戸籍だより』への掲載を希望
されない方は、届け出の際にお申
し出ください。

　　　　　　　　　   先月比　昨年比
◇人口　男　3,040人（－3人）（－51人） 
　　　　女　3,483人（　０人））（－65人）  
　　　　計　6,523人（－3人）（－116人）  

《異動内訳》
　　　◇出生　２人　◇死亡　８人
　　　◇転入　９人　◇転出　６人
◇世帯数　 　2,495世帯
　　　　　　　　 先月比　　 昨年比
　　　　　　（＋１世帯）（－2世帯） 
※住民基本台帳

◇交通事故件数
　物損事故 ７件（７件)〔14件〕
　人身事故 ０件（４件)〔25件〕

（１月届出分）

平成25年
飲酒運転等追放競争結果　１位
（全県25市町村・平成25年１月末現在）

町のミニ統計（１月末現在）

種目

予備自衛官補

幹部候補生

歯科・薬剤

受付

４月３日まで

４月26日まで

試験

４月14日

１次　５月11日・12日
（12日は海・空飛行要員のみ）
２次　６月11日～14日
※いずれか１日を指定されます。
海・空飛行員のみ３次
（海）７月８日～12日
（空）７月20日～８月８日
※いずれか１日を指定されます。

受験資格

防衛省　採用試験案内

一般　18歳以上34歳未満
技能　18歳以上で国家免許
資格等を有する者
（資格により53歳未満～55歳未満の者）
大卒程度試験
22歳以上26歳未満の者
（20歳以上22歳未満の者は大卒（見込含）、
修士課程修了者等（見込含）は28歳未満）
院卒者　試験修士課程修了者等
（見込含）で20歳以上28歳未満の者
専門の大卒（見込含）
20歳以上30歳未満の者
（薬剤は20歳以上28歳未満の者）
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成
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年
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月
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在
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秋田県立美術館で
展示された作品を展示中

労働基準監督官採用試験

情報プラザ情報プラザ情報プラザ

役場直通電話番号・メールアドレス

◆出　納　室 ☎875－5804

　kaikei@town.hachirogata.lg.jp

◆総　務　課 ☎875－5801

　soumu@town.hachirogata.lg.jp

◆税　務　課 ☎875－5807

　zeimu@town.hachirogata.lg.jp

◆町　民　課 ☎875－5805

 5806

　tyoumin@town.hachirogata.lg.jp

◆福　祉　課 ☎875－5808

 5813

　fukushi@town.hachirogata.lg.jp

◆産　業　課 ☎875－5803

　sangyou@town.hachirogata.lg.jp

◆建　設　課 ☎875－5809

 5811

　kensetsu@town.hachirogata.lg.jp

◆教　育　課 ☎875－5812

　kyouiku@town.hachirogata.lg.jp

◆幼　稚　園 ☎875－2734

　youchien@town.hachirogata.lg.jp

◆議会事務局 ☎875－5810

　gikai@town.hachirogata.lg.jp

◆保健センター ☎875－2800

　hokensenta@town.hachirogata.lg.jp

◆地域包括支援センター（保健センター内）

 ☎875－2835

　houkatu@town.hachirogata.lg.jp

◆オリンピック記念会館

 ☎875－5500

　shatai@town.hachirogata.lg.jp

◆農村環境改善センター（公民館）

 ☎875－5777

　kouminkan@town.hachirogata.lg.jp

●役場代表 ☎018－875－5800

　毎年３月下旬に実施していた「町
民座談会」は、４月７日投開票の秋
田県知事一般選挙の期日前投票が、
３月22日から４月６日まで行われる
ことから、秋の開催を予定しており
ます。

◎「ＰＭ２.５」とは
　煤煙や粉じん、ディーゼルエンジ
ンの自動車の排気ガスなどに含まれ
る固体、液体の粒のことを粒子状物
質【ＰＭ】という。このうち粒子の
直径が10μｍ（マイクロメートル、
ミクロン）以下のものを浮遊粒子状
物質【ＳＰＭ】といい、呼吸器への
影響が課題となっている２.５μｍ以
下は【ＰＭ２.５】として2009年に
環境基準が設定されました。

　平成24年度第２回学習会を次のよ
うに行いますので皆さまのおいでを
お待ちしています
◎日時　３月３日（日）
　　　　午後１時30分～３時30分
◎場所　町農村環境改善センター
　　　　視聴覚室
◎講話「花と野菜の通年エコ栽培」
―食の安全と自然環境を考慮して―
講師　秋田県立大学短期大学部
　　　名誉教授・農学博士
　　　松本　勤　氏
◆問い合わせ先　
　佐藤　☎８７５－３９４８

◎日　時　３月16日（土）
　　　　　午後１時30分から
◎場　所　町農村環境改善センター
◎参加費　無料
◎講　師　
　メンタルトレーニングアドバイザー
　小倉　晃輔　氏
◎対　象
　選手指導者及び保護者の方
◆問い合わせ先
　南秋田・潟上地区中学生女子
　ソフトボールクラブチーム
　☎０９０－６６８１－９７５５

　秋田県司法書士会では、毎月第３
木曜日に相続、贈与、借金、多重債
務などについての無料相談会を行っ
ております。
◎日時 ３月21日(木)午後１時から４時
◎場所 潟上市役所飯田川庁舎２階
◆申し込み及び問い合わせ先
　八郎潟町社会福祉協議会
　小林、畠山 ☎８７５－３８７１

　秋田民謡、みんなで唄うもよし聞
くもよし（無料）
◎日　時　３月11日（月）午後２時から
◎場　所　町防災センター
◎参加費　無料
◆問い合わせ先
　まめだが～民謡クラブ（岩村）
　☎８７５－３３３５

◎内容　ＡＥＤを用いた心肺蘇生法
◎日時　３月17日（日）午前９時から正午
◎場所　湖東地区消防本部
※講習は無料。前日までにお申込ください。
◆申し込み・問い合わせ先
　湖東地区消防本部　☎８７４－２４２０

～３月～
☆13日（水）午前５時22分頃
☆14日（木）午前５時25分以降
☆15日（金）午前５時25分以降
☆19日（火）午前５時25分以降
☆25日（月）午前５時25分以降

　4
　5
　9

２９，０００

３７，９１０

６６，９１０

交通指導隊新年会・商工会新春賀詞交歓会　ほか

消防団出初式・ハッピーカード会新年会　ほか

◎町長等が外部との交際に要した経費の概要をお知らせします。 

分　類

その他

計

会費

件　数 金額（円） 内　　　訳

町長交際費の支出状況（１月）

16

平成25年３月号 広報

秋田県司法書士会
司法書士による無料相談会

八郎潟エコ活動グループより
みんなでecoを

「町民座談会」
今年は秋に行います　

スポーツ・メンタルトレーニング
講習会のお知らせ

第60回
まめだが～民謡の集い

湖東地区消防本部
「定期救命講習」

秋田朝日放送秋田ふるさと手作り
CM大賞2012八郎潟町CM放送日



情報プラザ情報プラザ情報プラザ

◎受験資格
○昭和58年４月２日
　～平成４年４月１日生まれの者
○平成４年４月２日以降生まれの者
　で次に掲げる者
（１）大学を卒業した者及び平成26

年３月までに大学を卒業する
見込の者

（２）人事院が（１）に掲げる者と
同等の資格があると認める者

◎受付期間
○インターネット
　４月１日（月）
　午前９時～４月11日（木）
○郵送又は持参
　４月１日（月）～４月２日（火）
　※４月２日の通信印有効
◎試験日程　
　第１次試験　６月９日（日）
◆問い合わせ先
　秋田労働局総務部総務課人事係
　☎８６２－６６８１

　１月19日～２月３日まで秋田県立
美術館で行われた、『東北を開く神話
　第二章『第2の道具～指人形』』展
で展示された小玉倫也作品が町農村
環境改善センターに展示されていま
す。
　これは、秋田の地名とアイヌ語の
ことわざを合わせた「夜叉袋に伝わ
る　川の源にはを大きく広げ　ふわ
っと灰神楽を舞い上げるもの」とい
う呪文をテ
ーマとした
作品で、夜
叉袋のある
八郎潟町で
展示してい
るものです。
３月15日ま
で展示して
いますので、
ご覧くださ
い。

八郎潟町教育委員会

☎875－5812
３月の教育委員会
☆日　時　平成25年3月22日（金）午後1時30分
☆場　所　八郎潟町役場　３階　会議室
☆主な案件　
　①各委員等の任命・委嘱について
　②３月定例議会の質問と答弁について

　※日時・場所及び議案等は変更になる場合
　　があります。直前にお問い合わせくださ
　　れば、お知らせします。

～傍聴を希望する方へ～
・受付場所　教育委員会事務室（役場３階）
・受付時間　会議開始の10分前から受付
・傍聴手続　所定の用紙に住所･氏名･職業等を記入し、
　　　　　　会議開始まで会議室前でお待ちください。
※会議は原則として公開していますが、案件によっては非公開となる場合があります。

２月の
教育委員のうごき

15日 井川中学校訪問

17日 ボランティア大会

27日 第２回定例会

教育委員会からのお知らせ

◎健やかに
１・17 新田　　柊（ひいらぎ） 女
 （一也・和恵） 33区
１・27 小貫　徹浩（てつひろ） 男
 （翼・智美） 28区

◎ご結婚おめでとう
１・23   渡部　寛徳 17区
   丹波ゆかり 潟上市

◎ご冥福をお祈りします

12・31 伊藤　ユキ（86歳） 11区
12・31 藤井　勝美（77歳） ８区
１・１ 櫻庭　キヨ（80歳） 26区
１・８ 一関　弘子（65歳） ３区
１・16 小野　　進（88歳） ７区
１・20 浅野藤三郎（76歳） 12区
１・20 石井　キヌ（83歳） ３区
１・29 谷村　スミ（86歳） ８区

※『戸籍だより』への掲載を希望
されない方は、届け出の際にお申
し出ください。

　　　　　　　　　   先月比　昨年比
◇人口　男　3,040人（－3人）（－51人） 
　　　　女　3,483人（　０人））（－65人）  
　　　　計　6,523人（－3人）（－116人）  

《異動内訳》
　　　◇出生　２人　◇死亡　８人
　　　◇転入　９人　◇転出　６人
◇世帯数　 　2,495世帯
　　　　　　　　 先月比　　 昨年比
　　　　　　（＋１世帯）（－2世帯） 
※住民基本台帳

◇交通事故件数
　物損事故 ７件（７件)〔14件〕
　人身事故 ０件（４件)〔25件〕

（１月届出分）

平成25年
飲酒運転等追放競争結果　１位
（全県25市町村・平成25年１月末現在）

町のミニ統計（１月末現在）

種目

予備自衛官補

幹部候補生

歯科・薬剤

受付

４月３日まで

４月26日まで

試験

４月14日

１次　５月11日・12日
（12日は海・空飛行要員のみ）
２次　６月11日～14日
※いずれか１日を指定されます。
海・空飛行員のみ３次
（海）７月８日～12日
（空）７月20日～８月８日
※いずれか１日を指定されます。

受験資格

防衛省　採用試験案内

一般　18歳以上34歳未満
技能　18歳以上で国家免許
資格等を有する者
（資格により53歳未満～55歳未満の者）
大卒程度試験
22歳以上26歳未満の者
（20歳以上22歳未満の者は大卒（見込含）、
修士課程修了者等（見込含）は28歳未満）
院卒者　試験修士課程修了者等
（見込含）で20歳以上28歳未満の者
専門の大卒（見込含）
20歳以上30歳未満の者
（薬剤は20歳以上28歳未満の者）
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秋田県立美術館で
展示された作品を展示中

労働基準監督官採用試験
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八郎潟への想い⑳
～蓮植栽で水質浄化の試み～

八郎潟への想い⑳
～蓮植栽で水質浄化の試み～

299299

ス
の
種
子
や
レ
ン
コ
ン
を
植
栽
し
た
も

の
で
あ
る
。
二
人
一
組
で
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
タ
ラ
イ
に
土
と
有
機
肥
料
を
入

れ
て
育
て
、
夏
休
み
中
は
職
員
が
中
心

と
な
っ
て
水
や
り
を
行
っ
た
。
「
こ
ん

な
に
き
れ
い
な
花
が
咲
く
と
は
思
わ
な

か
っ
た
」
「
葉
は
自
分
の
顔
よ
り
も
大

き
い
」
な
ど
と
感
想
を
口
に
し
て
い
た
。

ハ
ス
の
実
が
食
べ
ら
れ
る
と
聞
き
、
大

き
く
な
る
の
を
た
の
し
み
に
し
て
い
た
。

　

文　

安
田　

貞
則
（
蒲
沼
）

い
。

　

八
郎
潟
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、

レ
ン
コ
ン
か
ら
育
て
る
の
と
種
か
ら
育

て
る
二
種
類
の
方
法
で
、
５
月
末
に
６

年
生
の
児
童
72
人
で
実
施
し
た
。
右

の
記
事
は
作
業
を
し
て
い
る
様
子
を

湖
畔
時
報
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
下
の
写
真
は
８
月
28
日
に
大
き
く

生
長
し
た
花
や
葉
の
様
子
を
観
察
し
て

記
録
し
て
と
こ
ろ
で
あ
る
。
八
郎
湖
の

水
の
環
境
改
善
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

し
よ
う
と
、
水
質
浄
化
作
用
が
あ
る
ハ

考
え
て
、
八
郎
湖
や
池
な
ど
の
水
質
浄

化
に
積
極
的
に
試
み
て
き
た
。

　

泥
水
の
中
の
逆
境
に
も
染
ま
ら
ず
清

楚
に
咲
く
蓮
の
花
を
見
る
と
、
逆
境
を

乗
り
越
え
て
生
き
る
人
間
の
生
き
方
に

も
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
で
、
心

の
灯
火
を
感
じ
る
。
蓮
栽
培
は
大
き
な

池
や
沼
で
な
く
て
も
、
大
型
の
タ
ラ
イ

さ
え
あ
れ
ば
狭
い
場
所
で
も
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。
前
に
大
潟
小
学
校
や
八

郎
潟
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、

環
境
学
習
の
一
環
と
し
て
タ
ラ
イ
を
使

っ
て
蓮
栽
培
を
し
た
。
大
潟
小
学
校
で

は
５
、
６
年
生
が
種
か
ら
発
芽
さ
せ
て
、

タ
ラ
イ
に
移
植
し
て
育
て
た
。
ピ
ン
ク

色
の
親
か
ら
採
っ
た
種
か
ら
育
て
た
中

か
ら
数
本
の
白
い
花
が
咲
い
た
。
種
か

ら
栽
培
し
た
場
合
に
は
交
配
す
る
の

で
親
と
違
っ
た
花
が
咲
く
場
合
も
あ
る
。

こ
の
白
花
は
新
種
と
い
う
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
は
『
潟
之
白
雪
』
と
命
名
し
、

今
は
大
潟
村
の
南
の
池
で
育
っ
て
い
る
。

親
と
同
じ
形
質
の
花
を
咲
か
せ
る
に
は

レ
ン
コ
ン
か
ら
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
４
）
泥
水
の
中
で
育
つ
蓮

　

泥
水
の
中
で
も
良
く
育
ち
、
真
夏
の

最
中
に
見
事
な
花
が
咲
く
の
は
、
根
、

レ
ン
コ
ン
、
茎
に
連
な
っ
て
い
る
十
数

個
の
大
き
な
穴
に
秘
密
が
あ
る
。
こ
の

穴
を
通
し
て
盛
ん
に
養
分
や
水
分
、
空

気
中
の
酸
素
を
取
り
入
れ
て
蒸
散
作
用

や
呼
吸
作
用
を
営
ん
で
い
る
。
ア
オ
コ

な
ど
の
発
生
の
元
凶
で
あ
る
富
栄
養
化

の
塩
類
（
窒
素
、
リ
ン
）
の
吸
収
力
は

一
般
の
植
物
の
数
倍
も
大
き
い
。
窒
素

成
分
の
全
窒
素
は
、
化
学
肥
料
な
ど
に

よ
る
無
機
窒
素
（
ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
、

亜
硝
酸
性
窒
素
、
硝
酸
性
窒
素
）
と
生

活
雑
排
水
や
植
物
体
な
ど
に
よ
る
有
機

窒
素
に
起
因
す
る
。
リ
ン
成
分
の
全
リ

ン
は
、
化
学
肥
料
な
ど
に
よ
る
無
機
リ

ン
と
動
物
の
死
骸
な
ど
に
よ
る
有
機
リ

ン
で
あ
る
。

　

蓮
栽
培
に
よ
る
こ
れ
ら
の
塩
類
の
除

去
率
は
、
75
％
〜
85
％
（
国
立
愛
媛
大

学
農
学
部
の
調
査
に
よ
る
）
で
あ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
検
証
の
結
果
、
蓮
は
水
環

境
の
保
全
植
物
と
し
て
有
用
で
あ
る
と

▲種から発芽させた苗の移植

▲『潟之白雪』

▲平成18年６月８日　湖畔時報

▲スケッチしている様子

●
●
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 ふ
れあい

▼
２
０
１
３
年
、
出
鼻
を
く
じ
か

れ
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
Ａ
型
）
に
感
染
し
た
の
で
す
。

症
状
は
軽
く
、
す
ぐ
に
良
く
な
っ

た
の
で
す
が
、
い
か
ん
せ
ん
体
内

に
ウ
ィ
ル
ス
が
残
っ
て
い
る
た
め
、

外
出
が
で
き
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん

仕
事
に
も
行
け
ま
せ
ん
。
結
局
金

〜
火
曜
の
５
日
間
外
に
出
ず
に
い

ま
し
た
。
人
に
も
会
わ
ず
、
完
全

に
ひ
き
こ
も
り
生
活
で
す
。
今
年

は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
と
い

う
の
に
…
。
残
念
な
年
に
な
り
そ

う
で
す
。　
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